







取り上げ検討を行った．調査対象は基礎科目 発達心理学 ，専門科目 言語発達学 ， 学習障害・広汎性発
達障害 の授業を受講した専門学校生 名であった．その結果，（ ）同一の教員が担当した授業科目について
の学生による授業評価は，当該授業が専門科目か基礎科目かといったカリキュラムの位置づけの違いによって
評定が異なることがわかった．具体的には，本研究で用いた授業評価項目の中で，特に， 内容評価 授業構
成 満足度 の評定は，基礎科目と比較し，専門科目の方が有意に高いことがわかった．（ ）専門職アイデン
ティティ，職業レディネス，多次元自我同一性といった心理的特性の評定が高い学生ほど，授業評価項目の 内



















































































被調査者 被調査者は 県内の 年制私立専
門学校に通い， 年次に基礎科目 発達心理学 を
受講し，かつ 年次に専門科目 言語発達学 学
習障害・広汎性発達障害 を受講した受講生 名（男
性 名，女性 名）であった．
対象授業 平成 年度前期 ， 年次生対象の



























の主な項目は， 授業の進度は適切であった ， 質
問に対する対応は適切であった ，自己評価の主な




























































結果，授業評価の 内容評価 ， 授業の構成 ，自
己評価の 意欲的な取り組み ，積極的な学習態度 ，
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表 基礎科目・専門科目の授業評価，自己評価，成績
平均及び標準偏差 分散分析
基礎科目 専門科目 専門科目 科目 多重比較（ 法）
発達心理学 言語発達学 学習障害・広汎性発達障害
授業評価
内容評価 （ ） （ ） （ ） 発心 言発
わかりやすさ （ ） （ ） （ ）
授業進度 （ ） （ ） （ ）
授業の構成 （ ） （ ） （ ） 発心 言発 発心 広汎
学生への対応 （ ） （ ） （ ）
自己評価
意欲的な取り組み （ ） （ ） （ ） 発心 言発 発心 広汎
積極的な学習態度 （ ） （ ） （ ） 発心 言発 発心 広汎
学習内容の理解 （ ） （ ） （ ）
課題及び出席 （ ） （ ） （ ）
満足度 （ ） （ ） （ ） 発心 広汎 言発 広汎
成績 （ ） （ ） （ ） 発心 言発 発心 広汎
， ， ，
くい．むしろ，授業評価の わかりやすさ や 授









言語発達学 や 学習障害・広汎性発達障害 で
は，行動分析学に基づく子どもに対する具体的な対
応方法などの内容が講義に含まれていたことが，内
容評価 ， 授業構成 ， 満足度 ，ひいては，自己
























欲的な取り組み ， 成績 ， 満足度 との相関が認
められた．専門科目では， 内容評価 ， 授業構成 ，
教員の特性評価 や 授業の満足度 といった項
目との相関が認められた．また，自己評価について





内容評価 ， わかりやすさ ， 満足度 ，自己評
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表 基礎科目 発達心理学の授業評価，自己評価と専門職アイデンティティ，職業レディネス，自我同一性との相関
専門職 職業レディネス 多次元自我同一性
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表 専門科目 言語発達学の授業評価，自己評価と専門職アイデンティティ，職業レディネス，自我同一性との相関
専門職 職業レディネス 多次元自我同一性
















表 専門科目 学習障害 広汎性発達障害の授業評価，自己評価と専門職アイデンティティ，職業レディネス，自我同一性との相関
専門職 職業レディネス 多次元自我同一性




















容評価 と 明瞭性 （ （ ）
（ ） ），自己斉一性・連続性（ （ ）
（ ） ）， 対他
的同一性 （ （ ） （ ）
）， 対自的同一性 （ （ ）
（ ） ）との相関係数， 学習
内容の理解 と 自己斉一性・連続性 （ （ ）
（ ） ）， 対自的
同一性 （ （ ） （ ）
）との相関係数，成績 と 専門職アイデンティ
ティ （ （ ） （ ）
）との相関係数であった． 発達心理学 と 言
語発達学 の間でのみ有意差が認められたのは，対
他的同一性 と 授業進度（ （ ） ），
明瞭性 と 成績 （ （ ） ）， 関
与 と 課題及び出席（ （ ） ），自
己斉一性・連続性 と 満足度 （ （ ）
）および 意欲的な取り組み （ （ ）
）との相関係数であった．また， 発
達心理学 と 学習障害・広汎性発達障害 の間で
のみ有意差が認められたのは，関与 と 内容評価
（ （ ） ）， 学習内容の理解 （
（ ） ）， 満足度 （ （ ）
）， 明瞭性 と 授業進度 （ （ ）
）， 積極的な学習態度 （ （ ）
）， 満足度 （ （ ） ）， 非選択
性 と 課題及び出席 （ （ ） ）
との相関係数であった．
一方で，専門科目間でのみ有意差が認められたの
は， 授業の構成 と 専門職アイデンティティ
（ ， ， ）， 明瞭性 （ ，
， ）， 対自的同一性 （ ，
， ）， 心理社会的同一性 （ ，
， ）との相関係数， 出席および課題
と 心理社会的同一性（ ， ， ）
との相関係数であった．
以上の結果から，特に基礎科目 専門科目間では，
内容評価 授業進度 満足度 といった授業評























































































び成績の関係 教職必修科目 生徒指導論 の
場合．広島大学大学院教育学研究科紀要 第三
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